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二
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五
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定
価

・
二
六
二
五
円

　
　
（
本
体
三
〇
〇
〇
円
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体
裁

・
四
六
判
・
上
製
・
カ
バ
ー

・
三
〇
〇
頁

神
戸
大
学　

吉
岡
政
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著
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●
一
過
性
の
ブ
ー
ム
だ
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
論
議
を
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
場
で
あ
り
、
議
論
の
舞

台
と
も
な
っ
た
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
立
場
か
ら
と
ら
え
直
し
、
そ
の
功
罪
を
歴
史
的
・
理
論
的
に
検
証
。

反
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
人
類
学

　
　
　
　
　

│
│
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
を
生
き
る
メ
ラ
ネ
シ
ア

吉
岡
政
徳
著

反
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
人
類
学

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
を
生
き
る
メ
ラ
ネ
シ
ア

　

序
●
第
１
部　

コ
ロ
ニ
ア
ル
か
ら
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
へ

第
一
章　

い
び
つ
な
異
文
化
接
触
と
し
て
の
植
民
地
化

サ
ル
ベ
ー
ジ
人
類
学
？
／
カ
ス
ト
ム
と
し
て
の
伝
統
的
世
界
／
西
洋

世
界
と
の
接
触
／
植
民
地
化

第
二
章　

分
離
運
動

ヴ
ァ
ヌ
ア
ツ
独
立
前
夜
／
分
離
運
動
の
軌
跡
／
独
立
を
巡
っ
て

第
三
章　

独
立
運
動
と
人
々
の
ま
と
ま
り

ヴ
ァ
ヌ
ア
ツ
の
独
立
を
振
り
返
っ
て
／
分
裂
と
ま
と
ま
り
／
バ
イ
カ

ル
チ
ュ
ラ
ル
な
世
界
／
な
ん
と
な
く
ま
と
ま
る
人
々

第
四
章　

メ
ラ
ネ
シ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

エ
ト
ニ
ー
と
エ
ト
ノ
ス
／
ヴ
ァ
ヌ
ア
ツ
に
お
け
る
エ
ト
ニ
ー
／
植
民

地
の
エ
リ
ー
ト
と
「
我
々
」
の
発
見
／
植
民
地
人
民
族
の
自
決
／
エ
ス

ノ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
／
独
立
運
動
そ
れ
と
も
分
離
運
動
／
ネ
イ
シ
ョ

ン
・
イ
ズ
ム
と
エ
ト
ノ
ス
・
イ
ズ
ム

●
第
２
部　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
人
類
学
を
批
判
す
る

第
五
章　

歴
史
と
か
か
わ
る
人
類
学

構
造
と
歴
史
／
歴
史
的
も
つ
れ
合
い
／
客
体
化
／
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ

ム
／
純
粋
な
文
化
／
真
正
さ
と
リ
ア
リ
ズ
ム
／
歴
史
記
述
の
基
点
と

し
て
の
名
も
な
き
人
々
／
多
配
列
思
考

第
六
章　

カ
ス
ト
ム
論
再
考

カ
ス
ト
ム
論
の
系
譜
／
植
民
地
行
政
と
伝
統
概
念
／
二
種
の
伝
統
概
念
／

モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
と
バ
イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
／
カ
ス
ト
ム
と
ス
ク
ー
ル
／

異
種
混
淆
論
批
判
／
操
作
さ
れ
る
伝
統
概
念
／
真
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト

第
七
章　

本
質
主
義
批
判
を
超
え
て

み
そ
っ
か
す
／
持
続
可
能
な
観
光
と
「
の
ぞ
き
見
」
／
秘
境
ツ
ア
ー
／

本
質
主
義
者
？　

あ
る
い
は
人
類
学
者

　

文
献
／
あ
と
が
き
／
索
引

　

…
…
日
本
の
人
類
学
界
で
も
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
人
類
学
は

一
種
の
流
行
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
そ
れ
に
は
触
れ
る

こ
と
な
く
、
実
証
的
な
テ
ー
マ
が
追
求
さ
れ
る
傾
向
が
こ
こ
数
年

の
間
に
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ニ
ア
ル
人
類
学
の
問
い
か
け
が
、
様
々
な
局
面
で
現
在
も
生
き

続
け
て
い
る
こ
と
も
確
か
な
の
で
あ
る
。

　

発
信
地
で
は
議
論
が
終
焉
に
向
か
っ
て
も
周
辺
部
で
は
そ
れ
が

継
続
し
て
い
る
、
と
い
う
伝
播
の
法
則
に
則
っ
て
い
る
か
ど
う
か

は
別
に
し
て
、
日
本
で
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
人
類
学
の
影
響

は
い
ま
だ
大
き
い
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
、
議
論
の
進
展
を
生
み
出

し
て
い
る
と
言
う
よ
り
あ
る
意
味
で
閉
塞
し
た
状
況
を
つ
く
り
出

し
て
い
る
と
言
え
る
。「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
」や「
本
質
主
義
者
」

と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が
烙
印
の
様
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
自
文

化
中
心
主
義
を
批
判
し
よ
う
と
す
る
そ
の
姿
勢
や
、
文
化
の
差
異

性
を
問
う
よ
う
な
姿
勢
は
、
一
括
し
て
本
質
主
義
的
と
し
て
批
判

さ
れ
、
そ
れ
以
降
の
議
論
が
封
殺
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
危
険
な

状
況
を
生
み
出
し
て
い
る
と
さ
え
言
え
る
の
で
あ
る
。
本
書
に
お

い
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
人
類
学
を
取
り
上
げ
た
こ
と
の
意
味

は
、
こ
う
し
た
人
類
学
的
状
況
か
ら
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
過

去
の
地
平
に
し
ま
い
込
ま
れ
る
前
に
、
そ
れ
を
正
面
か
ら
再
度
見

据
え
、
総
括
す
る
こ
と
こ
そ
が
今
必
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
の
舞
台
は
、
太
平
洋
の
メ
ラ
ネ
シ
ア
地
域
で
あ
る
。
ポ
ス

ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
人
類
学
の
議
論
の
主
要
な
舞
台
で
あ
っ
た
太
平
洋

の
中
で
も
、
特
に
メ
ラ
ネ
シ
ア
は
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
か
ら
ポ
ス
ト
コ

ロ
ニ
ア
ル
に
か
け
て
の
様
々
な
議
論
の
題
材
を
提
供
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
人
類
学
の
大
き
な
流
れ
の
一

つ
で
あ
る
歴
史
人
類
学
に
よ
る
「
歴
史
的
も
つ
れ
合
い
論
」
や
、

伝
統
文
化
概
念
を
巡
る
一
連
の
議
論
す
な
わ
ち
「
カ
ス
ト
ム
論
」

が
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
を
主
た
る
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
そ
れ

が
理
解
で
き
よ
う
。
本
書
で
は
、
第
一
部
で
メ
ラ
ネ
シ
ア
に
お
け

る
植
民
地
化
、
独
立
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
事
例
を
対
象
と
し
た
議

論
を
展
開
し
、
第
二
部
で
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、「
歴
史
的
も
つ

れ
合
い
論
」
や
「
カ
ス
ト
ム
論
」
を
は
じ
め
と
し
た
ポ
ス
ト
コ
ロ

ニ
ア
ル
人
類
学
の
理
論
を
批
判
的
に
検
討
す
る
。　
　
（
序
文
よ
り
）


